
昭和58年度（問　題）

1．次の11トuOまでについて，それぞれ五つの選択肢の中から、正しいものを一つ選んで．所定の解答用

組に，たとえば．ωとか⑭のように．記号で記入せよ。　（40点）

111次の式のうちで．　・肌を表わしていないのはどれか。

　　　　　　P、
囚　ん。．（1一一）　　　1Bl
　　　　　　P。｝

lO　　（P、｝一P、）σ、、、　　　　　lD1

1一（P、・←4）　6”・

α、一σ”。　　　　　　　　A川一A。
　　　　　　　⑧
1＋α。　　　　　　　　　　1－A。

121死力が定数良のとき，面，は次のどの式で表わされるか。

ω　　左十δ　　　lB一　左一δ 　　δ　　　　　1　　　　　　1－C，　一　　　｛D，　　　　　　　　　恒，

　　后　　　　左一δ　　　　左十δ

制　年始の資産をA、年末の資産をB，年皮内に収入した利息をIとするとき，利力δは次のどの式で

　表わされるか。ただし，利力δ・年一定で．資産は一次的に変化ナるものとする。

　　　　2I　　　　　　2正　　　　　　2I　　　　　　I　　　　　I
　ω　　　　　　　　　　　　｛B，　　　　　　　　｛C，　　　　　　　　　　　⑩1　　　　　　　　固

　　　A＋B－I　　　　A＋B　　　　A＋B＋！　　　　A÷I　　　　A－1

141　乙・11O，あ州！9とするとき．・篶の値は次のどれか。

　ω　　O．9　　　　鍵一　0．7　　　　｛C，　0．5　　　　⑩I　α3　　　0≡：，　0－1

　　　　　　　　　6几
151次の式のうちで．．　を表わしているのはどれか。
　　　　　　　　　　4工

囚　　一N，　　　働　　D、（μ．十δ）　　lCl　－D、μ、十δ ｛Dl　一王）、（μ、一δ）　　　　O劃

　　　　　　　　　　〆
⑥　次の式のうちで，　一‘，を表わしているのはどれか。
　　　　　　　　　　〃
　囚　　一四（IO），　　　固　　一（Iθ）。　　　｛C，　〃（Iσ）。　　　0 一口（Iσ）一

一D。（μ十δ）

1団　一δ（Iσ）、

171次の式のうちで、・昨・の近似式を与えているのはどれか。

　　　岨
ωト号・　値一

　　　　　。P。

⑪1一号（・1一）

　　。P．
1一号（細・・）　｛C，

　　　　　　。P、
働1毛…1・1・1司

。P。

・　刷一1　　1
1■T4・τpミ刷

ほ一次の式のうちで，．47を表わしているのはどれか。

　レu　　．9、十。孔　　　　　｛副　　．孔十．4’十・4、’　　　　｛C，　・σ。十・孔一・ψ’

　P　・孔㌔σ。中2・σ叩　　　働　・孔十・孔一2・σ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一59一



191次の記述のうちで、μパζついて正しい内容のものはどれかヨ

lAl　μ、くCとチエることがある。

lC1常にルく口、である。

働　宮にμ．〉4，である。

；B1常にO≦μ’一一1である。

1D1　常に｛　‘　1とは限らない。

皿O　σ、列2．36．A。＝0，738のとき，～の値は次のどれか。

　囚　　6－0％　　　一B1　5－5％　　　｛C，　2．0％　　　①，　6－5％　　　値， 2．5％

2．次の内容の保険契約にユ蟹（工くツ）で加入した契約者（按保険者と同一人とする）の支払うべき年

　払鈍保険料と，その契約の保険年度末貫任準衛金を表わす算式を求めよ。

11j年金開始年齢（y叢）に到達する前に被保険者が死ζした場合，その保険年度末を第一回目として

　　毎年年額2の確定遺族年金をlO年間支払う。

12〕被保険者が年金関始年就まで一生存した野合、年金開始年齢到達時を第一回目としてI毎年年額1の

　　10年保証付終身年金（年始払）を支払う。

131保険料払込期間は．年金開始年齢までとす～

　　（20点）

3．日本全会社生命表（1972～’76）（男）の利率5％による基数が次のように与えられたとき、同計真基

　礎による（IA）”の値を求めよ。　（小数点第5位を4措5入）

　　　D，。＝22，445　　・　N”＝409，509　　　S，．昌6，344，221

　（20点）

4　二種類の死亡表の死亡率｛q。｝．｛¢｝の間につねに

　　　　　　　　左
　　　41σ。十一
　　　　　　　δ，．I

　なる関係があるとき，

　　　　　　　砂后
　　　月’1戸。十一
　　　　　　　あ。

　が成り立つことを示せ。

　　こζにR、丹はそれぞれ｛孔｝、｛¢｝によりて書十算された終身保険の保険料とする。

　（20点）

山60一



昭和58年度（解答例）

1．

問題番号 解答欄

ω C

12〕 E

制 B

141 E

㈲ E

16〕 A

17〕 B

18〕 C

19〕 D

o⑪ C

　正解は上表のとおりであるが，以下間題を再掲すると共に，解法を略記する。

は〕次の式のうちで，〃。を表わしていないのはどれか。

因ん刊（1一缶、）

｛C｝　（P■十’一P■）σ■十盲

旧i　ユー（Pi＋d）6■十’

　　の一α‘十’　　　　　　　A。十f－A■
①〕　　　　　　　lE1
　　1＋の　　　　　　　　　1－A‘

（解）lC〕

κ一んヅ舳ド～・（1美111巳）一㍍・（1一ξ，）

＝（1－a5付’）一P■61十’τ1一（P■十6）6■十’

　　1　．1　　　　1＋σ■十’　　吻一の十’
＝1一一〇州＝ユ　　　　ニ
　　め　　　　　　1＋σ1　　　1＋o‘

一A�轣i一チ）
＝P’十’6■十’一P■6■十’＝（P■付一p■）（1＋o■十’）

一61一



12〕死力が定数尾のとき，πは次のどの式で表わされるか。

　　　　　　　　　　　　　　　δ　　　　　　1　　　　　　　1
　囚　　后十δ　　　lB〕　后一δ　　　lCl　一　　　｛D｝　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　尾　　　　　々一δ　　　　　尾十δ

　（解）lE1

　　　　瓦一1－1あ・一方瓦一∫二似舳∂1一心舳一眠

　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　且
　　　　　后7■＝1一δ互■　　　　　∴　　o■＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾十δ

制　年始の資産をA，年末の資産をB，年度内に収入した利息をIとするとき，利力

　δは次のどの式で表わされるか。ただし，利力δは一定で，資産は一次的に変化

　するものとする。

　　　　2I　　　　　　　　2I　　　　　　　　2I　　　　　　　　　I　　　　　　　　　I
　｛刈　　　　　　　　　　　⑮〕　　　　　　　　｛C｝　　　　　　　　　　lD｝　　　　　　　　｛E〕

　　　A＋B－I　　　　　A＋B　　　　　A＋B＋I　　　　　A＋I　　　　　A－I

　（解）　旧1

　　　　／（f）＝α十桝とするとゾ（0）呈α＝A，／（1）＝α十β＝B

　　　　1記∫1∫（・）昨1（α・舌）一1A去B　l一念B

14〕4三10，6州＝9とするとき，仏の値は次のどれか。

　｛刈　　O．9　　　｛Bj　O．7　　　工Cl　O．5　　　1D，　0．3　　　｛E，　0．ユ

　（解）1司

　　　　　　　　6州　　　　9
　　　　’篶＝1一一＝1一一＝1－0．9＝＝0．ユ
　　　　　　　　礼　　　　10

　　　　　　　　　　aD．
15〕次の式のうちで，一を表わしているのはどれか。
　　　　　　　　　　あ

　囚　一N■　　lB〕D‘（μ，十δ）　lC〕凹D1μ‘十δ　　lDl－D，（μ，一δ）　同　一D，（μ，十δ）

　（解）㈲

　　　　6D■　　　a　　　　　　　　　aム　　　d〆
　　　　一＝一（〆み）＝〆一十4－
　　　　a”　　　6”　　　　　　　　aπ　　　a工

　　　　　　一一肌刊　（告一州・・1イ1）

　　　　　　二一〆み（μ■十δ）

　　　　　　＝一D、（μ。十δ）

　　　　　　　　　　　　　　　　一62一



　　　　　　　　　　6
161次の式のうちで，一のを表わしているのはどれか。
　　　　　　　　　　必

ω　　一〃（I0）！　　　lBl　一（I0），　　　lC〕　0（一Iσ）■　　　｛D，　一〃（Iσ）間

（解）　囚

｛E〕　一δ（Iσ」）■

青い舌［Σ・’仏1一音［Σ、（1刊）・仏1

二Σ一’（ユ十’）・Hψ，＝一四Σチ〆ψ，＝・一σ（Iσ），

　f－1　　　　　　　　　　　　　　　　　h1

17〕次の式のうちで，’P9〕の近似式を与えているのはどれか。

　　　　’P。
囚　　　　　　　　　1B〕
　　　　m一ユ
　　ユ　　　　d
　　　　2m

　　　　　　’P。
呵
　　　　m－1　　1　　　　　（P二：■一6）

　　　　2m

1

　　’P．
　　　　　　　　　　　lC〕
m－1　　（P三一…1＋a）　　　　　　　　1－
2m

　　　　　　’P。
㈲
　　　　m－1　　1　　1　　　　　4＋一p三：・71

　　　　2m　　　2

m一ユ

2m

’P。

　1トーp三：■

　2

（解）lBl

　　　　　　　　　　　　　　m－1　　　　　m－1終身保険の場合のP㌘』P、十　　P9〕P，十　　Pヅ〕ゴにおいて，有限払
　　　　　　　　　　　　　　2m　　　　　　2例

　　　込であれば死亡年度の保険料損失は保険料払込期間に限るか㌦また，㈱は

　　　’P；需］，lC〕はfP㌘の近似で，lDl，㈲は㈲と1◎の一部符号を代えたもの。

18〕次の式のうちで，需弼を表わしてい・るのはどれか。

　囚　　，σ，十，9∫　　　㊤1　”σ‘十，σツート，ση　　　　lC〕　oσ’一←”σツー，ση

㈲，σ、十，9ブ←2〃，。　同地十・σゾ2・伽

　（解）　lC〕

　　　　”σ万＝，4、・置σ，＝（ユーnカ■）（1一間カ’）世1一（■ク！十＾力’）十間力〃＝lC〕

19〕次の記述のうちで，μ，について正しい内容のものはどれか。

　囚　μ、＜Oとなることがある。　　㈲常にO≦μ。≦ユである。

　lC1常にμ、＜σ，である。　　　lD1常にμ。≦1とは限。らない。

　⑧　常にμ。＞伽である。

　（解）ω

一63一



　明らかに囚は間違いで，μ・〉1・となることがあるのは良く知られた事実であ

るから，lB〕は間違いで，呵は注しい。以下でlClとlE〕につき調べる。

んザレ畑〃あり・μ舳が増11・減少に従一て伽・μ一

｛である十増加ルー．∬み舳帆ルれ・μ・減少

れψ・4μ切・μづ

　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　ところで，ムμ，二一一だからムμ，の増加・減少は4曲線の凹凸により
　　　　　　　　　　　　　　あ

　　　判定される。従ってg、〉μ、となることもg，＜μ・となることもあ乱よって・

　　　1◎も同も間違い。

ω　o。＝ユ2．36，A。＝O．738のとき，’の値は次のどれか。

　囚　　6．O％　　　lB，　5．5％　　　｛C｝　2．0％　　　｛D〕　6．5％　　　lE〕　2．5％

　（解）lC〕

　　　　A。二！－aあ＝1－6（1＋o。）

　　　　　　　　ユ　　　　　　　　1－A．　　A。十α。
　　　　　砂＝　　　ニユーゴ＝ユ　　　＝
　　　　　　　ユ十ゴ　　　　　1＋o．　　1＋σ。

　　　　　　　　　1＋o■　　　　　13，36
　　　　　1÷一＝　　　　　　　：　　　　　　　＝1　020003053　　　　　　　一と0　02
　　　　　　　　　A’十σ■　　王3．098

2，11〕年払純保険料（Pとおく）

　　　　収入：財。：同

　　　　　　　　　　　　　2拍・一・一1
　　　　支出　　（i〕の給付　　　　ΣC州
　　　　　　　　　　　　　　D。　同

　　　　　　　　1・〕の給付音（・珂・D者デ川

　　　　　　　・て：景1笥τ～・音（・耐・Dlプ州

　12〕保険年度末責任準備金

　　1a〕Kr工

契約者生存・一2鼇n舳十（1司・D者㍗I＋・～同

一64一



lbl

契約者死亡（死亡が第z保険年度中とする）

　　　　　・一rlll：ll

’≧rπ

織・一^1∴争
契約者死亡 〃＝O

3．M、＝砂NrN川よりR。配おダS州

　また，S。十1足S。一N。

　したがって，

　　　　　　　　R30　　〃S3o－S31　　N30一（1一〃）S30
　　　　　（IA）30巴一＝　　　　　　＝
　　　　　　　　D30　　　D30　　　　　　D30

・・1＋怯一・）一ト・）一会圭

　　　　　　1　　1　　幽
　従って，　　、　　＝一
　　　　　κ　あ　　あ

　すなわち　あ＝あ（1＋栃）　　　　　　　　……①

を証明すればよい。

　　　　　あ＝1＋〃庇6州　　　　　　　　　・一・②

　　　　　κ土1＋ψ続二。1　　　　　　　　……③

　と変形できる。

　　　　　　　、　、　　　后　また，　カバカ，19，一g，±一　　　　　……④
　　　　　　　　　　　　ク州

④を②に代入して　∂，＝1＋〃（ヵ；6，。1＋冶）　　…．・・⑤

⑤一③　　6，一κ1ψ二（あ，。rκ。1）十〃

両辺にD二を掛けると

　　　　　D二（あ一あ）＝D二十1（あ十rあ十1）十栃D二

　　　　　　　　　　　　　　一65一

サ≦V一工十10

f〉V一π斗10

土4．7852



同様にして

D二十1（5、、1一κ十1）＝D二十2（6、十2－6二十2）十〃后D二十1

D二、2（6、十2－6；十2）＝D二十3（6，十3一あ十3）十〃尾D二十2

辺々加えると

　　　　D二（あ一6二）＝必N二

　　　　　あ一κ＝”肋；

すなわち①が証明された。

一66一


